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城戸かれんさん＆毛利文香さん応援レポート

ラ・ルーチェ弦楽八重奏団 Vol.3
2016年７月１日（金）

JTアートホールアフィニス

結成当初の目標でもあった３回目公演

ラ・ルーチェ弦楽八重奏団。同世代で室内楽の
楽しみを共有したいという思いから、東京藝術
大学4名と桐朋学園大学4名のメンバーによっ
て2013年6月に結成されたオクテット（八重奏
団）だ。
常に質の高い演奏を求め、その時々で「今だ
からできる音楽を全力で表現する仲間」として
活動を続け、2014年から１年に１度の「La Luce
シリーズ」を開催してきた。
結成当初の目標ともなる３回目の今年、記念
すべき今回は、オール・オクテット・プログラム。
ブルッフ、メンデルスゾーン、エネスコのそれぞ
れ弦楽八重奏曲が演奏される予定である。

会場は東京・虎ノ門のJTアートホール・アフィニ
ス。室内楽やリサイタルなどのクラシック音楽
を中心としたコンサート会場である。

本日のチケットは早々に完売。
なかなか聴く機会のないオクテット
を楽しみに、多くの方々が来場され
ている。

留学を始めたメンバーもおり、
８人のスケジュール合わせも大変
だったとのこと。
「・・・限られた時間の中で充実した
リハーサルを行うことができていま
す。最高の演奏会にしたいと思いま
す！」と、毛利さんからコメントも届
いている。
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８人が登場。演奏会が始まる。

黒の衣装で揃えた８人、シックに
大人っぽく登場。

本日は、オール・オクテット・プロ
グラム。これまでは五重奏、六重
奏などもプログラムに含めていた
が、当初目標としていた３回目の
演奏会ということで、 ３曲とも
八重奏という贅沢な構成だ。

仲間とともに『今』を楽しむ

始まりはブルッフの弦楽八重奏曲。
美しいヴィオラの音でスタート。

流れるような旋律、のびやかな旋律が
心地よい。
２曲目、メンデルスゾーン。

第１ヴァイオリンは城戸さんだ。こちら
は第１回の演奏会でも披露した曲、
オクテットの名曲である。

「・・・一昨年は組んでまもなく、手探り
な感じもありました。回を重ねるごとに
友達として仲良くなり、本番で違うこと
をしても、違った反応で返してくれる、
その場の対応が、演奏でできるように
なってきたことを感じています」と城戸
さん。艶のある美しい音色を聴かせて
くれた。

写真：©木村敬一氏

休憩後、女性陣は衣装を替えて登場。華やかさ
に客席からも声があがる。

３曲目のエネスコが始まる。第１ヴァイオリンは
毛利さんだ。複雑な構成、民族的な香りも感じる
「かっこいい」曲だ。

「・・・どのパートを出して、それを他のパートがど
う支えるか、また、長いフレーズの中でどのくらい
の強弱で始めて、どう盛り上げていくかなどを考
えるのが難しい曲」だと毛利さん。

弦楽器８本ならではの豪華、かつ迫力ある演奏。
完売満席の客席からの大きな拍手。

アンコールには「卵の殻をつけた雛の踊り」。

雛のさえずりのような、おちゃめな演奏＆愛らし
いアクションに、聴衆のみなさんも大喜び。
最後は圧巻の「リベルタンゴ」で締めてくれた。

大成功の本番。

リハのときには８人の都合が合わず、全員が揃
わないこともあったとのこと。それはそれで、いつ
も聴こえない音が聴こえて工夫につながったり、
８人揃うと、また違う印象があったりと、全てが刺
激であり学びであったもようだ。

写真：©木村敬一氏
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それぞれが輝きを増す八人の「今」
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の城戸さんと毛利さんに、
話を聞いた；
ー ８本、きれいに合ってました；

「・・・呼吸で合わせます。練習を重ねて、ど
う感じるかを揃えていきます。弾き方は各
人それぞれ違いますが、曲のイメージを合
わせ、各人がいろんなアイデアを出し合っ
て、作り上げていきました」（毛利さん）。

「・・・お互いに、そのときどきで、人の音を
聴いて反応ができるようになりました。仲が
いいからこそ、演奏で会話するような感じが
できています」（城戸さん）。

８人はそれぞれに大活躍。成長されている
時期でもある。

「・・・留学を始めた方々のパワーアップした
演奏を間近で聴き、刺激にもなっています」
と城戸さん。まさに切磋琢磨。
「・・・８人で弾くというのはすごく楽しいです。

３回目となり、みんながどういう弾き方をす
るかもわかってきているので、いい意味で
まとまりが出てきています」と毛利さん。

＜演奏会概要＞
◆出演
ラ・ルーチェ弦楽八重奏団
大江馨、城戸かれん
小林壱成、毛利文香（ヴァイオリン）
有田朋央、田原綾子（ヴィオラ）
伊東裕、笹沼樹（チェロ）

◆プログラム：

ブルッフ ： 弦楽八重奏 変ロ長調
メンデルスゾーン ：

弦楽八重奏曲 変ホ長調 Op.20
エネスコ ： 弦楽八重奏曲ハ長調 Op.7

◇アンコール曲
ムソルグスキー/山中惇史編：
組曲「展覧会の絵」より
卵の殻をつけた雛の踊り

A.ピアソラ/山中惇史編：リベルタンゴ

写真：©木村敬一氏

ラ・ルーチェ八重奏団、12月にはモーツァル
ト協会、来年には関西での演奏会の話もあ
るとのこと。
当初の目標であった３回目公演を終え、次
なる目標が生まれているようだ。

城戸さん、毛利さんは、この夏も演奏会の
予定が目白押し。
「・・・いただいている本番を一つ一つ、丁寧
に演奏していきたい」（城戸さん）とコメント
をくれた。

城戸さん、毛利さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー(裏）】
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【コンサート・プログラム】


